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第１７回足利市農業委員会議事録 

 

足利市農業委員会会長 長谷川良光は、令和３年１０月２５日、午前９時００分、農業

委員を足利市役所に召集し、第１７回足利市農業委員会を開催した。 

 

１ 出席した委員は、次のとおりである。 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

  １ 小山 勉   ２ 桐生さとみ   ３ 石𣘺孝雄 

  ４ 藤生正浩   ５ 清水 茂   ６ 岡村奏一 

  ７ 本島一喜   ８ 柏瀬正雄  ９ 三田照子 

１０ 星野雅彦 １１ 森山正和 １２ 河内義昭 

１３ 長谷川良光 １４ 赤坂安一 １５ 遠藤茂太 

 

１ 出席した農地利用最適化推進委員は次のとおりである。 

蓼沼克夫、青木芳光、長竹武男、鴇田忠夫、岩本仙太郎、本嶋ミチ子、嶋田重雄、 

関口孝雄、入江泰三、湯澤 有、齋藤 幹、岡田哲也、山根常夫、平塚和弘、 

石川弘幸、小林重雄、田島哲夫 

１ 出席した職員は、次のとおりである。 

局長 荻原淳志、次長 河内 厚、副主幹 齋藤玲子、主査 杉戸政徳 

１ 書記は、次のとおりである。 

主査 本田未央子 

１ 会議事件は、次のとおりである。 

(議事日程のとおり) 

１ 会議の概要は次のとおりである。 

局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告いたします。ただいまの出席委員は１５名全員であります。 

推進委員の出席は１７名であります。 

なお、推進委員の皆さんは農業委員会等に関する法律第２９条により担当地

区の農地等の最適化の推進について意見を述べることができます。 

本日の議事日程について報告いたします。 

日程第１ 議事録署名委員の決定について 

日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長専決 

処理について 

日程第３ 議案第１号から議案第６号について 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

議案第３号 農地法第５条の規定による許可後の事業計画変更承認申請 
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議長 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

副主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

議長 

 

 

 

 

      について 

議案第４号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議案第５号 農用地利用集積計画の決定について 

議案第６号 足利市農地利用最適化推進委員の委嘱について 

以上であります。 

ただいま局長から報告のあったとおり、出席委員１５名で定足数に達してお

りますので、これより第１７回足利市農業委員会総会を開会いたします。 

【午前９時０８分 開会】 

それでは日程に入ります。 

日程第１ 議事録署名委員の決定についてを議題といたします。 

議事録署名委員は、議長において指名することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、よって議事録署名委員は議長において指名いたします。 

３番 石橋委員、１０番 星野委員を指名いたします。 

ご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議事録署名委員は両名と決定いたしました。 

続いて日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長

専決処理について、事務局からの報告を求めます。 

議案書の１ページをお開き下さい。農地法第４条及び第５条の規定による届

出に係る事務局長専決処理について、ご報告させていただきます。１ページの

総括表に基づきましてご報告いたします。 

まず始めに、農地法第４条の届出ですが、件数が２件、筆数が２筆、面積が

１，０６５㎡となっております。続きまして、農地法第５条の届出ですが、件

数が２５件、筆数が３９筆、面積が１８，９１７．８１㎡となっております。

合計いたしまして件数が２７件、筆数が４１筆、面積が１９，９８２．８１㎡

となっております。 

また、詳細につきましては、第４条の届出が２ページに、第５条の届出が３

ページから１０ページに記載されております。ここで、修正です。５ページと

６ページの内容が重複しておりますので、６ページを欠ページとさせていただ

きます。確認不足で申し訳ありませんでした。 

以上報告いたします。 

ただいま、事務局から報告致しましたが、ご質問はございませんか。 

【質問なし】 

それでは、専決処理についてご了承願います。 

続いて日程第３に入ります。 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請についてを議題とい

たします。 

事務局の説明を求めます。 
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田島推進委員 

議長 

議案書の１１ページをお開きください。 

議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明いたしま

す。１０月の申請件数は１件でした。 

１番、申請地は、福富町地内の田、９４２㎡です。譲受理由は、現在も利用 

権で貸借しており、自宅に近く耕作に便利であるためで、譲渡理由は、高齢で

あり耕作ができないためというものです。契約内容は所有権移転の売買です。

２９ページに調査書があり、各項目とも適正なものと判断されております。現

地の様子はご覧のとおりです。（モニター画面に投影） 

以上、３条許可申請１件です。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

本件は、調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

７番 本島委員。 

７番 本島です。 

実情調査の結果を報告いたします。資料の２９ページをご覧下さい。調査年

月日は令和３年１０月１５日、金曜日、午前８時３０分から、調査班は遠藤委

員を班長といたしまして、桐生委員、清水委員、河内委員、私の５名で調査を

行いました。調査対象、契約内容、申請理由については事務局から説明があり

ましたので省略いたします。 

今回の調査は、３条許可申請に伴い、申請地１筆の確認を行ったものであり

ます。申請地は田として適正に管理されていました。譲受人の自作地について

は、合計１４０筆を事前に事務局で確認し、適正に耕作がなされていることの

報告を受けましたので、現地確認は省略させていただきました。 

申請地は現在譲受人の父が利用権の設定を受け、家族で耕作しており、営農

する他の農地の耕作状況などからも、周辺農地への農業上の支障はないものと

判断いたしました。 

 また、別紙調査書に基づき、許可基準の要件を満たしていることを確認した

ため、許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ここは、農振白地ですか。 

そうです。 

今回の売買が、基盤強化法ではなく、なぜ農地法３条なのかという点ですが、

基盤強化法は、効率的かつ安定的な農業経営体の育成を目的としているため、

この法律で購入した農地を、将来、農地以外のものにする、いわゆる開発する

という行為は、法の趣旨になじみません。よって、開発が可能な農振白地につ

いては、農地法３条に基づく売買手続きを求めているところです。このような

理由があることを、お含みおきください。 

では、ただいま報告のあった本件について、担当地区推進委員から意見等ご

ざいますか。 

ありません。 

では、ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 
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【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第１号 １番はそのように決定いたしました。 

続いて議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請についてを議

題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について、ご説明いたしま 

す。４条は農地の所有者が自らの目的のために転用を行う、自己転用の申請で

す。９月の申請件数は１件で、内訳は営農型太陽光発電でした。 

 １番、申請地は県町地内の畑、面積８１３㎡のうち５．８１㎡です。施設 

の概要は営農型太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル１２４枚を３１６． 

９４㎡に設置し、その下でサカキを栽培するものです。申請理由は記載のとお 

りで、農地区分は第１種、申請者は認定農業者であるため１０年間の一時転用 

で、対象は太陽光パネルの支柱の３６個の置き基礎と構内の引き込み柱１本の 

部分です。 

３０ページに調査書があり、各項目とも適正なものと判断されております。

また、３１ページに実情調査報告書がございます。現地の様子はご覧のとおり

です。（モニター画面に投影） 

以上、４条許可申請１件です。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

２番 桐生委員。 

２番 桐生です。 

実情調査の結果を報告いたします。資料の３０ページをご覧下さい。調査年

月日、調査班は、議案第１号と同じです。調査対象、契約内容、申請理由につ

いては、事務局から説明がありましたので省略いたします。 

今回、４条許可申請の実情について、申請地の現地調査と、申請人および申

請代理人の出席のもと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、申請人が経営の安定化を図るため、農業と売電による２つの収入源

を確保できる営農型太陽光発電を行うものです。 

太陽光発電パネルの下部ではサカキの栽培を行います。一時転用期間は、認

定農業者であることから最長の１０年間となります。 

一時転用面積は、遮光率７０パーセントの計画で設置する太陽光発電パネル

１２４枚を柱で支える方式で、支柱の置き基礎３６個と構内引き込み柱１本分

の５．８１平方メートルです。 

パネルの下部では、申請人が市内の造園業者の指導を受け、サカキ６９本を

栽培する事から、支柱の高さを最低で２．２メートルとし、農作業に支障のな

い高さとします。また、転用に係る費用は融資と自己資金で賄う事を確認いた

しました。 
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議長 

 

平塚、山根推進委員 

議長 

 

１０番 

主査 

 

議長 

 

議長 

 

議長 

 

 

 

副主幹 

 

農地区分は第１種農地で、南東の“はす向かい”で宅地と接するため、周囲

を農地に囲まれているとは言えません。しかし、東西南北の正面は農地のため、

９月２７日の総会で決定した、第１種農地における営農型太陽光発電設備の設

置場所に対する６項目の判断要件に照らし、申請内容を確認しました。 

まず、アの「土地改良事業の実施見込みがないこと、また、事業への同意」

については、申請地には水が入らず水利組合に入っていないため、三栗谷用水

土地改良区の意見書により事業の同意を確認しています。    

続いて、イ、「周辺農地に対するパネルの日影に配慮した、パネル設置である

こと」については、事業計画により確認しました。 

ウ、「パネルの日影に対する周辺農地の所有者および耕作者の理解」について

は、両者に説明のうえ、同意書を取得しています。 

エ、「他に代替する土地がないと認められること」については、検討した利用

地は太陽光発電パネルを置くには狭い土地であるか、広い土地はイチゴ栽培の

ビニールハウスが設置されており、申請地以外に適地がなかったとのことです。 

オ、「申請地の担い手への集積」については、集積事業など予定されておらず、

支障が及ぶことはないとの回答です。 

最後に、カ、「営農の継続性」については、自身が営農を続けられなくなった

場合は代替者を探し、営農を継続するとのことです。 

結論として、申請地は、県町南部の第１種農地であり、申請人の実情から一

時転用の必要性が認められ、６項目の判断要件も満たしているため、許可相当

と判断いたしました。以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、担当地区推進委員から意見等ございま

すか。 

周囲の農地の耕作者から同意を得ているようなので、問題ありません。 

 それでは、本件について意見を求めます。 

１０番、星野委員。 

１０番、星野です。今、太陽光発電の売電単価はどのくらいでしょうか。 

この申請については、税抜き１２円／kwh です。また、今年、経済産業省の

認定を取得する場合は１１円／kwh と聞いています。年々下がっております。 

他に意見はございますか。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第２号 １番はそのように決定いたしました。 

続いて議案第３号 農地法第５条の規定による許可後の事業計画変更承認申

請についてを議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の１３ページをお開きください。議案第３号、農地法第５条の規定に

よる許可後の事業計画変更承認申請について、ご説明いたします。こちらは、
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転用事業者が、事業計画の変更を希望する場合、または転用事業者に代わる承

継者があるときに、事業計画の変更を行うというもので、７月議案で太陽光事

業地の一部に住宅を建築する案件が承認されたことを覚えていらっしゃる方も

多いと思います。 

今回は、複数点在していた駐車場を一つにまとめるため、約２，０００㎡の

駐車場用地として許可を受けたものの、会社の業績が上向く中で、資材置場が

不足し、土地の確保が喫緊の課題となってしまい、駐車場を一つに集約せず、

許可地に資材を置くようになってしまい、資材置場として利用していきたい、

という事例です。 

なお、点在する駐車場はそのまま利用されていることを確認しています。ま

た、この後の５条許可申請の１０番とも関連する案件です。３８ページに位置

図が、続く３９ページが、変更前の土地利用計画図、４０ページが変更後の土

地利用計画図となっています。現地の様子はご覧のとおりです。（モニター画面

に投影）ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第３号 １番はそのように決定いたしました。 

続いて、議案第４号 農地法第５条第１項の規定による許可申請についてを

議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の１４ページをお開き下さい。議案第４号、農地法第５条第１項の規

定による許可申請についてご説明いたします。１０月の申請件数は合計１４

件、うち一般住宅５件、太陽光７件、農道１件、資材置場１件でした。 

では、後方の資料に基づいて説明に入ります。議案書４１ページをお開きく 

ださい。 

１番、申請地は名草下町地内の田、７３０㎡ほか４筆、計３，３５３㎡で

す。施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル８２８枚を１，６

３９．４４㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所

有権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断されております。また、実情調査報告 

書が４２ページにございます。現地の様子はご覧のとおりです。（モニター画

面に投影） 

議案書４９ページをお開きください。 

 ２番、申請地は大月町地内の田、４６５㎡ほか１筆、計５９９㎡です。施 

設の概要は一般住宅１棟で、延床面積１０５．５７㎡を建築するものです。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２ 

種農地です。 
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調査書の各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧の 

とおりです。（モニター画面に投影） 

議案書５０ページをお開きください。 

 ３番、申請地は名草下町地内の田、８６２㎡ほか４筆、計３，１１８㎡で 

す。施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル８６４枚を１， 

７１０．７２㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容 

は所有権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧の 

とおりです。（モニター画面に投影） 

議案書５１ページをお開きください。 

 ４番、申請地は名草下町地内の田、８４２㎡ほか３筆、計２，０８９㎡で 

す。施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル５４０枚を１， 

０６９．２０㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容 

は所有権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧の

とおりです。（モニター画面に投影） 

議案書５２ページをお開きください。 

 ５番、申請地は名草下町地内の田、５５８㎡ほか２筆、計２，４６１㎡で 

す。施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル６７２枚を１， 

３３０．５６㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容 

は所有権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧の

とおりです。（モニター画面に投影） 

議案書５３ページをお開きください。 

 ６番、申請地は板倉町地内の田、５７３㎡です。施設の概要は太陽光発電 

設備用地で、太陽光発電パネル１１６枚を２２９．６８㎡に設置するもので 

す。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は 

第２種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧の 

とおりです。（モニター画面に投影） 

議案書５４ページをお開きください。 

７番、申請地は板倉町地内の田、１，０３４㎡です。施設の概要は太陽光発 

電設備用地で、太陽光発電パネル２６０枚を５１４．８０㎡に設置するもので

す。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第

２種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧の

とおりです。（モニター画面に投影） 

議案書５５ページをお開きください。 

 ８番、申請地は板倉町地内の田、９３５㎡です。施設の概要は太陽光発電設 
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備用地で、太陽光発電パネル１８８枚を３７２．２４㎡に設置するものです。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２種 

農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧の 

とおりです。（モニター画面に投影） 

議案書５６ページをお開きください。 

 ９番、申請地は粟谷町地内の田、２６７㎡で、施設の概要は農業用施設の農 

道です。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分 

は第１種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧の 

とおりです。（モニター画面に投影） 

９番の説明で、補足させていただきます。今回、譲受人の土地改良区が行う

事業で、なぜ農地転用が必要なのか、についてご説明いたします。 

農地法第５条第１項のただし書きでは、「土地改良法に基づく土地改良事業に

よって農道等に転用する場合は、農地法の許可を要しない」とされています。 

 しかし、今回の申請地は、当時の所有者が土地改良事業に同意せず、土地改

良の地区外となっております。ただ、改良区としては、この農地に農道ができ

れば、組合員らの農作業の効率化も図られる、ということで、農道部分を取得

し、整地まで行う計画です。その後は、南北の未舗装部分の道路と一緒に、県

が舗装を行う、というものです。 

土地改良事業の地区外であるため、土地改良事業の対象ではないとの判断で、

農地法のただし書きに該当しない、という県の指導もあり、農地転用を行うも

のです。以上です。 

では、議案書５７ページをお開きください。 

 １０番、申請地は小俣町地内の畑、１８５㎡ほか１筆、計６９７㎡で、施設 

の概要は資材置場用地です。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移 

転の売買、農地区分は第２種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧の 

とおりです。（モニター画面に投影） 

議案書５８ページをお開きください。 

 １１番、申請地は堀込町地内の田、４１６㎡ほか１筆、計５６４㎡です。施 

設の概要は一般住宅１棟で、延床面積１１０．１３㎡を建築するものです。申 

請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２種農 

地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧の 

とおりです。（モニター画面に投影） 

議案書５９ページをお開きください。 

 １２番、申請地は堀込町地内の田、３５７㎡ほか１筆、計５１１㎡です。施 

設の概要は一般住宅１棟で、延床面積１１０．１３㎡を建築するものです。申 
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請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２種農 

地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧の

とおりです。（モニター画面に投影） 

議案書６０ページをお開きください。 

 １３番、申請地は野田町地内の畑、４９９㎡です。施設の概要は一般住宅１ 

棟で、延床面積１１８．４１㎡を建築するものです。申請理由は記載のとおり 

で、契約内容は使用貸借の設定、農地区分は第１種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧の

とおりです。（モニター画面に投影） 

議案書６１ページをお開きください。 

 １４番、申請地は下渋垂町地内の畑、４８０㎡です。施設の概要は一般住宅 

１棟で、延床面積１１８．２０㎡を建築するものです。申請理由は記載のとお 

りで、契約内容は使用貸借の設定、農地区分は第２種農地です。 

調査書の各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧の

とおりです。（モニター画面に投影） 

以上、５条許可申請１４件です。よろしくご審議をお願いいたします。 

本件は先に１番を上程いたします。 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

５番 清水委員。 

５番 清水です。 

実情調査の結果を報告いたします。資料の４１ページをご覧下さい。調査年

月日、調査班は、議案第１号、第２号と同じです。調査対象、契約内容、申請

理由については、事務局から説明がありましたので省略いたします。 

今回、５条許可申請の実情について、申請地の現地確認と、申請人および申

請代理人の出席のもと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、本市およびその周辺で太陽光発電事業を営む申請人が、事業の拡大

を目的に申請地を譲り受け、太陽光発電設備用地として利用したいというもの

です。 

高圧の発電設備用地として必要な広さを確保できる土地を市内で探したとこ

ろ、本申請地が条件に合致したとのことでした。 

発電出力は３２２．９キロワットで、売電単価は税抜き１２円、年間約３７

０万円の売電収益となり、１０年目には収支がプラスになる計画です。転用に

かかる費用の全額を自己資金で賄います。事業計画によると、整地のみを行い、

造成はありません。隣接する農地１筆が転用されずに残る点について確認した

ところ、事業地の間にある幅１．５メートルほどの官地を進入路とし、さらに

官地との境界から１メートル下がったところにフェンスを設置するため、通行

に支障をきたさないとの回答でした。また、パネルの角度を通常より緩くする

ことで、日影の影響を減らしているということでした。 
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申請地は、東は山林、北は田および山林、南は田および宅地、西は田および

河川です。水路機能が維持されれば残存する農地に影響はないと考えます。 

結論として、申請地は名草下町東部の第２種農地であり、申請人の実情から

転用の必要性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしていることから、調

査班としては許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、担当地区推進委員から意見等ございま

すか。 

ありません。 

では、ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第４号 １番はそのように決定いたしました。 

続いて２番から１４番を上程いたします。本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第４号 ２番から１４番はそのように決定いたしまし

た。 

ここで、次の議題について関連事案がありますので、星野職務代理と議長を

交代いたします。 

【午前９時５４分 議長交代】 

続いて、議案第５号 農用地利用集積計画の決定についてを議題といたしま

す。事務局の説明を求めます。 

議案書の１７ページをお開きください。議案第５号、農用地利用集積計画の

決定について、ご説明いたします。令和３年１０月２９日公告予定分でありま

す。 

議案書の１８ページをご覧下さい。今回の議案の総括表であります。貸借権

設定、利用権設定が、１０件で面積３０，１７２㎡です。所有権移転は７件で

す。 

貸借権設定についてですが、詳細が１９ページから２１ページに記載されて

おりますのでご覧ください。 

続きまして、所有権移転です。２２ページをご覧下さい。内容を説明いたし

ます。１番、申請地は高松町地内の田、面積９２７㎡で、売買価格は１０ａ当

たり約３６万円です。続いて２番、申請地は百頭町の田、面積２０８㎡で、売

買価格は１０ａ当たり約３０万円です。続く３番、高松町地内の田、１，０６

４㎡ほか２筆、計２，８７１㎡で、売買価格は１０a当たり４０万円です。続い

て４番、高松町地内の田、８９２㎡で、売買価格は１０ａ当たり４０万円です。 
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続く５番、高松町地内の田、２，０４９㎡で、売買価格は１０ａ当たり約４０

万円です。続く６番、高松町地内の田、１，３４８㎡で、売買価格は１０ａ当

たり約３０万円です。最後になります、７番、高松町地内の田、１，７７８㎡

で、売買価格は１０ａ当たり約３０万円です。 

いずれも審議の後、承認をいただきましたら、１０月２９日付けで公告の手続

きを行います。 

以上よろしくご審議をお願いいたします。 

本件は先に貸借権設定の１番及び所有権移転の１番を上程いたします。ここ

で、農業委員会等に関する法律、議事参与制限により、４番 藤生委員、１３

番 長谷川委員の退席を求めます。 

【午前９時５７分 退席】 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第５号 貸借権設定の１番及び所有権移転の１番は、

そのように決定いたしました。 

ここで、関連事案の審議が終了しましたので、退席した２名の委員の出席を

求めます。また、長谷川会長と議長を交代いたします。 

【午前９時５９分 出席・議長交代】 

続いて貸借権設定の２番から１０番及び所有権移転の２番から７番を上程い

たします。本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第５号 貸借権設定の２番から１０番及び所有権移転

の２番から７番は、そのように決定いたしました。 

続いて、議案第６号 足利市農地利用最適化推進委員の委嘱についてを議題

といたします。 

本件は、１０月１５日の運営委員会において、運営委員による候補者選定の

ための評価を行いましたので、その結果について報告を求めます。 

１５番、遠藤運営委員長。 

１５番 運営委員長の遠藤です。 

６月３０日以降、欠員となっていた旧市・北郷地区を担当する農地利用最適

化推進委員につきましては、足利市農地利用最適化推進委員の選任に関する規

程に基づき、補充の募集を行ってまいりました。 

このたび、２名の応募がありましたので、旧市・北郷地区における農地利用

最適化推進委員の応募者２名について、運営委員で候補者選定のための評価を

行いました。その結果について、ご報告いたします。 
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評価に当たっては、推進委員の役割を果たすために必要と思われる要件を４

つ、選考項目として設け、協議しました。 

第１は、農業委員会等に関する法律 第１７条第１項の、推進委員の委嘱の

要件である「農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見を有していること」で

す。これは、推薦・応募の理由から、両者とも熱意があると感じられ、「適して

いる」としました。 

第２は、「農業に関し識見を有し、農地等の利用の最適化の推進という、推進

委員としての職務を適切に行うことができるか」で、現在、水稲を栽培してい

る松﨑茂夫氏が、「適している」と判断しました。 

第３は、「地域の農地所有者や農業者の信頼を得て、農地利用の調整を、公正

かつ円滑に実施していくことが期待できるか」で、現役の農業委員および推進

委員からの推薦である松﨑氏が、農業者の信頼を有していると認められ、「適し

ている」と判断しました。 

第４は、「主に北郷地区における農業の状況に精通し、推進委員として職務を

適切に行うことが期待できるか」で、居住地、経営地とも北郷地区である松﨑

氏が、「より適している」と判断しました。 

以上により、旧市・北郷地区の農地利用の最適化活動が期待できる者として、

松﨑茂夫氏を候補者に選定いたしました。以上です。 

ただいまの報告に対し、質疑がございましたら、発言願います。 

【発言なし】 

それでは、お諮りいたします。 

議案第６号 足利市農地利用最適化推進委員は、運営委員の選考による候補

者であります松﨑茂夫氏に決定し、本日付けで委嘱することにご異議ございま

せんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、松﨑氏に委嘱することで決定いたしました。 

以上で、本日の議案審議全部を終了いたしました。 

なお、議案末尾に農地法第１８条第６項の規定による通知について載せてお

きましたので、ご承知おきください。 

また、前回の総会において、農業会議に諮問する旨の決定をされた、農地法

第５条許可申請につきましては、９月２８日に開催された常設審議委員会にお

いて、許可相当との答申を得、会長専決にて許可の決定と指令書の交付をした

ことをご報告いたします。慎重なるご審議をいただき、ありがとうございまし

た。 

以上で、第１７回 足利市農業委員会総会を閉会いたします。 

【午前１０時４分 閉会】 
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この会議のてん末は、書記 本田未央子の記載したものであるが、その内容の相違ない

ことを証するためここに署名する。 

 

令和３年１１月２５日 

 

足利市農業委員会 

３番委員 

 

１０番委員 

 

 


